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アユ仔魚の摂餌の日周変化と成長にともなう日間摂餌量の変化

山本章造・藤井義弘・村田　守

（2002年12月 3 日受理）

Developmental Changes in Diurnal Feeding Activity and Daily Food 
Consumption in Ayu,  Plecoglossus altivelis larvae

Syozo YAMAMOTO
＊1, Yoshihiro FUJII

＊1, and Mamoru MURATA
＊1

Abstract:  This paper describes the diurnal changes of feeding activity and daily food consumption 
in Ayu larvae ranging from 7.5 to 19.7 mm in total length (TL). Diurnal changes of feeding activity 
were examined by counting the number of food organisms in the gut of larvae sampled every hour, 
and daily food consumption was estimated using the method of Elliott and Persson.
　Ayu larvae ingested food organisms only during the daytime, and the feeding activity showed 
a diurnal change with two peaks at dawn and dusk. Ayu larvae ingested nearly half of the daily 
food consumption during the 4 hours of dawn and dusk. The daily food consumption of the larvae 
increased remarkably during the early phase of transformation to juvenile. On the other hand, the 
rate of daily food consumption (daily food intake/body weight) decreased rapidly from a maximum 
of 104.4% at TL 7.7 mm to 33.6% at TL 20 mm.
　The present study in the laboratory suggests that Ayu larvae in the wild may have two critical 
periods of potential food shortage; at the time immediately after hatching and at the early phase of 
transformation to juvenile when the food demand increases remarkably.

　Key words: Ayu; Plecoglossus altivelis; Larvae; Food consumption; Diurnal change

アユ，Plecoglossus altivelis は種苗の大量生産技術が

最も早期に確立した魚種の一つであり，近年では種

苗生産技術マニュアル1,2)が作成されて，毎年5,000万

尾前後の稚魚が養殖や放流用に生産されている。しか

し，仔稚魚期の摂餌生態に関しては未解明な問題が多

く残されており，仔稚魚期の摂餌量を正確に把握する

ことは，種苗生産における餌料生物の計画的生産や適

正な給餌を行うために，また，海域生活期における生

残機構を解明し資源変動の問題を考える上で，重要で

ある3)。筆者らはこれまで，仔魚の消化管内に取り込

まれた餌料生物数の日周変化と消失時間との関係から

日間摂餌量を推定する方法を新たに提案し，アユ4)，

キジハタ，Epinephelus akaara5)などの仔魚を対象に摂

餌の日周変化を検討して日間摂餌量を明らかにして

きた。しかし，日間摂餌量は，Elliott and Persson6)が

提案した推定方法の精度が高いとされている7)ことか

ら，この方法を用いて飼育条件下のアユ仔魚の日間摂

餌量を再評価した。また，仔魚から稚魚への移行前期

についても新たに調査し，摂餌の日周変化と成長にと

もなう日間摂餌量の変化について検討を加えた。

材料および方法

飼育実験　供試材料と餌料生物の種類，摂餌時間お

よび実験時の水温を Table 1 に示した。

アユ仔魚の消化管内餌料数の日周変化の調査は成長

段階別に 5 回実施した。陸上水槽で人工的に飼育した

ふ化後 4 ～42日齢（以後 H-4 などとする。）のシラス

型仔魚を対象にして，全長（以後 TL とする。）7.5，

7.7 mm の仔魚はシオミズツボワムシ，Brachionus sp.

を，TL12.8，19.7 mm の仔魚はアルテミア，Artemia 

sp. 幼生を餌料とし，それらに対する仔魚の摂餌の日

周変化と日間摂餌量を調べた。

実験は屋内の 1 klおよび30 kl 水槽を用いて自然光下

で行った。実験期間中は飼育水の水温と餌料密度を
＊1 岡山県水産試験場（Fisheries Experiment Station Okayama Prefecture, 35 Ushimado, Okayama, 701-4303, Japan）．
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適宜測定し，ワムシの密度は 5 個体/ml 以上（最大10

個体），アルテミア幼生は0.5個体/ml 以上（最大 2 個

体）を常に保った。また，仔魚の採取と同時に水面直

上の照度を測定した。実験にはナンノクロロプシス，

Nannochloropsis sp.で培養したワムシを用い，乾燥重

量は0.4μg，アルテミアは24時間培養でふ化した幼生

で，乾燥重量は2.47μg であった。

実験 No. 1～3の調査は，夜明け前に浮遊懸垂状態の

仔魚が空胃であることを確認し，夜明け後摂餌活動を

開始してから日中および日没後摂餌活動を停止するま

で行った。また，実験 No. 4 および 5 の調査は，摂餌

停止後も消化管内餌料が消失するまで継続した。仔魚

は原則として 1 時間間隔で30個体前後を採取し，実体

顕微鏡下で消化管内の餌料生物を計数した。仔魚の採

取および消化管内餌料生物の計数はキジハタ5)と同様

の方法で行った。

仔魚の摂餌量は，消化管内餌料生物数から推定し，

餌料生物の湿重量測定における誤差を防ぐために7)，

乾燥重量に換算した。また，摂餌率は仔魚の体重に対

する摂餌量の割合，日間摂餌率は体重に対する日間摂

餌量の割合とし，いずれも乾燥重量で算出した。

実験 No. 1，2 および 3 は1972年11月20日，30日およ

び12月18日に，実験 No. 4，5 は2000年11月 8 日および

12月 5 日に実施した。

摂餌量の推定　仔魚の摂餌量は，給餌量と残餌量の

差から推定する間接法8)や消化管内餌料生物数を直接

計数し，消化管内餌料数の日周変化と消失時間との関

係から推定する9)ことが多い。筆者らは既報4)と比較

する意味で，精度が高い7)とされる後者の Elliott and 

Persson6)の方法を用いて推定した。この推定法の応用

に当たっては，消化管内容物量，摂餌時間および内容

物の消化管内消失速度の値が必要であり，次式で示さ

れる。すなわち

　　Ft =(St-Soe-Rt)R/(1- e-Rt) (1)

Ft：時間 0 から t までの摂餌量，So：t = 0 の時の消

化管内容物量，St：t 時間後の内容物量，R：内容物の

消失速度係数

また，R は餌料の消化管内消失速度から次式で導か

れる。

　　St=Soe-Rt (2)

餌料生物の消化管内消失速度の調査は成長段階別に

3 回実施した。餌料生物を 2 時間前後十分に摂餌させ

た後水槽を暗化して摂餌を停止させ，以後，1 時間間

隔で経時的に仔魚を30尾前後採取し，消化管内の餌料

生物を計数した。消化管内餌料生物量の経時変化から，

消失時間（ほぼ完全に排出するまでの時間）と式(2)

を用いて消失速度を調査し，消失速度係数 R を算出し

た。また，アユのように直線的な消化管を有する仔魚

の消失速度係数は消失時間の逆数で代用できる10)こと

から，消失速度係数を消失時間の逆数とした値（R’）お

よび筆者が提案した a4)値を用いて日間摂餌量を算出

し，R を用いて算出した日間摂餌量と比較した。

結　　果

消化管内餌料生物数の日周変化　仔魚の消化管内

餌料数の平均値と標準偏差および照度の日周変化を

成長段階別に Fig. 1 に示した。TL 7.5 mm（H-4）の仔

魚は 6 : 35（照度300 lx）から消化管内にワムシが認め

られた。平均餌料数は 8 : 20に8.3個体で，昼間は10個

体前後を上下した後，14 : 20頃から多くなり16 : 20に

15.0個体と最高になった。TL7.7 mm（H-15）の仔魚

は 6 : 20（100 lx）から消化管内にワムシが認められた。

平均餌料数は 8 : 15に16個体に達し，15 : 15までほぼ

平衡状態で推移した後，17 : 15に26個体と最高になっ

た。TL12.8 mm（H-33）の仔魚は 6 : 25（32 lx）にア

ルテミア幼生の摂餌が認められた。平均餌料数は30分

後（300 lx）に9.2個体となった後，昼間は13個体前後

を上下し，16 : 20に多くなり17 : 20に25個体に達した。

TL12.8 mm（H-15）の仔魚は 6 : 15（2.5 lx）に浮遊

懸垂状態であったが，6 : 30（13.3 lx）に正位遊泳を始

め摂餌行動が観察された。7 : 00（530 lx）に消化管後

半部に10個体前後のアルテミア幼生が観察され，8 : 00

にはすでに部分的に消化の進んだ幼生が直腸部に認

められた。平均餌料数は昼間11個体前後を推移した

Table 1.  Fish size, food organisms and rearing conditions in each experiment

mean sd＊ n wet dry prey item dry weight time temperature
(μg/ind.) (hours) (℃)

1 4 7.5 0.06 40 0.25 0.058 Rotifer 0.4 11.0 19.5-20.1
2 15 7.7 0.10 40 0.44 0.064 Rotifer 0.4 11.0 19.8-20.3
3 33 12.8 0.15 40 2.10 0.398 Artemia nauplii 2.47 11.0 16.8-17.5
4 15 12.8 0.68 21 3.60 0.519 Artemia nauplii 2.47 10.5 18.0-18.9
5 42 19.7 2.10 54 11.89 3.058 Artemia nauplii 2.47 10.5 14.8-15.5

Total length Body weight Food organisms Feeding Water

＊Standard deviation.

Exp. no. Days after
hatching

(mm) (mg/ind.)
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が，変動係数は20%を前後して個体差が大きく，必ず

しも飽食していない仔魚が認められた。平均餌料数は

17 : 00に18個体と最高になった。17 : 20（10 lx）に摂

餌行動は観察されず，以後，仔魚は水槽の中下層部を

懸垂状態で浮遊した。摂餌停止後の平均餌料数は少な

く，20 : 00には完全に消化された幼生が直腸部に少数

認められるのみとなった。実験 No. 3 と 4 のふ化後の

日数が異なっても，平均全長が等しい仔魚の消化管内

餌料数は，同様な傾向の日周変化を示した。

TL19.7 mm（H-42）の仔魚は 6 : 50（ 7 lx）に摂餌行

動が観察された。平均餌料数は 8 : 00に50個体前後認

められて飽食数近くに達し，直腸部の幼生はすでに部

分的に消化が進んでいた。以後，平均餌料数は50個体

前後を推移したが，個体差があり変動係数は大きかっ

た。15 : 00頃は60個体前後で17 : 00に70個体以上と最

高になった。摂餌停止後，消化管内餌料は急速に減少

し，21 : 00には完全に消化された幼生が直腸部に一部

認められるのみとなった。

いずれの成長段階の仔魚においても，消化管内の平

均餌料数は，夜明け直後の空胃時から 1，2 時間後に

多くなり，昼間は平衡状態で推移した後，日没前後に

再び多い日周変化を示した。

消化管内餌料の消失速度　消化管内餌料生物重量の

摂餌停止後の経時変化を Fig. 2 に示した。消化管内餌

Fig. 1. Diurnal changes in the number of food organisms 
in gut (solid circles) and light intensity (open circles). 
The values of food organisms are expressed as mean 
(circles) with standard deviation (vertical bars). 
Rotifers were used as food organisms in No. 1, and 2, 
and Artemia nauplii in No. 3, 4, and 5.

Fig. 2. Gut clearance process after feeding in each experi-
ment (●: No. 1, and 2, ▲: No. 3, and 4, and ■: No. 5).
Each exponential equation of gastric evacuation rate 
is expressed as follows; No. 1, and 2: Y=5.94e-0.793x 
(R2=0.925), No. 3, and 4: Y=54.31e-0.840x (R2=0.950), and 
No. 5: Y=210.57e-0.671x (R2=0.971). Y: dry weight of food 
organisms in gut (μg), x: hours after cessation of 
feeding.
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料の消失時間は，TL 7.5，7.7 mm で 4 時間，12.8 mm

で 3 時間と推定された。また，TL 19.7 mm では 4 時間

後においても10個体前後のアルテミア幼生が直腸部

に認められたが，これらはすべて完全に消化された

状態であったことから，消失時間は 4 時間と推定し

た。消化管内餌料量は時間の経過とともに指数関数的

に減少し，消失速度は仔魚の成長にともない1.25から

42.5μg/h と飛躍的に増大した。式(2)をあてはめて算

出した消失速度係数 R は仔魚の全長によって若干異

なり，TL 7.5，7.7 mm で0.794，12.8 mm で0.840および

19.7 mm で0.671と算出された。

摂餌の日周変化　消化管内餌料数の日周変化と餌料

生物の消失速度との関係式(1)から，1 時間あたりの餌

料生物の摂餌数を推定した。その摂餌数に餌料生物の

乾燥重量をかけて摂餌量を算出した。さらに，1 時間

あたりの摂餌率（ 1 時間あたりの摂餌量/仔魚の乾燥

体重×100）に換算した摂餌の日周変化を Fig. 3 に示

した。

いずれの成長段階の仔魚においても，摂餌率は夜明

け後の摂餌開始間もない空胃時と日没前後に高く，昼

間に低いという双峰型の日周変化を示した。すなわち，

TL 7.5～12.8 mm の仔魚の摂餌率は摂餌開始からの 1

時間に 8 ～10%を示し，昼間は 4 ～10%で変動が大き

く，日没前後に再び 8 ～14%の高い範囲を示した。ま

た，TL 19.7mm の仔魚は，摂餌開始からの 1 時間は4.3%

であったが，昼間は 2 ～ 3%を推移し，日没前後には

再び3.8%と高くなった。

全体の 1 時間あたりの摂餌率は2.2～14.3%の範囲を

変動し，全長別の摂餌率は，摂餌開始後 1 時間が4.3

～10.4%，日没前後が3.8～14.3%の範囲であり，成長

にともない低下する傾向を示した。一方，昼間の摂

餌率は2.2～10.5%の範囲で変動し，時刻によるばらつ

きが大きかった。実験 No. 3 と 4 の全長が等しい仔魚

の摂餌率は，ふ化後の日数が異なっても，互いに同

様な傾向の日周変化を示した。また，実験 No. 3 およ

び 5 では照度が午後から急に低下したが，摂餌可能な

500 lx 以上を保っていたことから，摂餌率のパターン

が変化することはなかった。

次に，1 時間あたりの摂餌量の合計から日間摂餌量

を算出し，成長段階別の日間摂餌量，日間摂餌率，摂

餌速度および摂餌開始時の照度をまとめて，Table 2

に示した。

日間摂餌量は，TL7.5mm の0.044 mg から12.8 mm の

0.395 mg まで徐々に増えた後，19.8 mm で1.027 mg と

指数関数的に増加し，以下の関係式が導かれた。

日間摂餌量(mg)=0.0000887TL3.196(mm) (R2=0.976, n=5)

全長別の 1 時間あたりの平均摂餌量は，TL7.5 mm

の0.004 mg から19.7 mm の0.098 mg へと20倍以上に急

増し，日間摂餌率は TL 7.7 mm で104.4%と100%以上に

達した後，19.8 mm で33.6%と成長にともない急激に

低下した。また，夜明け後に仔魚が摂餌を開始できる

照度は，TL7.5 mm で100 lx 以上，12.8 mm で数十lx，

さらに，19.7 mm では 7 lx であり，成長にともない急

速に低下した。

摂餌率が高かった摂餌開始後 2 時間及び日没前後の

Fig. 3. Diurnal changes of the feeding rate. Feeding rate 
indicates the percentage of dry weight of food organ-
isms ingested by a larva per hour to mean dry body 
weight of the larvae. No. 1 to 5 indicate the experi-
ment number. 
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摂餌停止前 2 時間における摂餌量とその日間摂餌量に

対する割合を Table 3 に示した。摂餌開始後と停止前

の合計 4 時間における仔魚の摂餌量は0.018～0.447 mg

の範囲であった。この摂餌量は日間摂餌量の40.9～

47.8%に相当し，仔魚はこの間に 1 日の半分近くの量

を摂食した。1 日の摂餌時間は10.5および11時間であっ

たことから，この時間帯の摂餌割合は明らかに高かっ

た。一方，摂餌開始後と停止前の合計 4 時間における

摂餌量の日間摂餌量に対する割合は，成長にともなっ

て特に変化することはなかった。

考　　察

消化管内餌料生物数の日周変化　夜明け前のアユ

仔魚は空胃であり，消化管内に餌料生物が認められ

たのは，夜明け後から日没後数時間の間であったこと

から，マダイ，Pagrus major11)，ヒラメ，Paralichthys 

olivaceus9)仔魚などと同様に，アユ仔魚は日中にのみ

摂餌することが確認された。また，消化管内餌料数は

日没後照度が低下すると速やかに減少したことおよび

仔魚が摂餌を始める照度は成長にともない低下したこ

とから，仔魚の摂餌は照度に強く依存していることが

示唆された。アユ成魚の遊泳行動の日周リズムは内因

性の関与が少なく，主として明暗サイクルに直接応答

した行動リズム12)とされていることから，アユ仔魚の

消化管内餌料数の昼夜変化も内因性の関与は少なく，

主に照度に依存した変化と推察された。

仔魚の消化管内餌料数は照度の上昇とともに急増し

た後，昼間の数時間は増減を繰り返しながらもほぼ平

衡状態で推移した。マダイ仔魚の昼間の消化管内餌料

数は飽食数の60～70%に相当し，種々の摂餌状態の個

体が見られることから，昼間は間欠的な摂餌をする11)

と考えられている。アユ仔魚は昼間常に飽食している

との報告もあるが13)，この時間帯の消化管内餌料数は

個体差があり，変動係数が10～30%と大きかったこと

から，アユ仔魚はかならずしも飽食しているとは限ら

ず，他の仔魚5,9)と同様に，昼間は間欠的な摂餌をして

いると考えられた。

摂餌の日周変化　仔魚の摂餌率はいずれの成長段階

においても夜明け後の摂餌開始時と日没前後に高く，

昼間は低いという双峰型の日周変化を示した。夜明け

後の摂餌開始間もない空胃時に摂餌は活発化し，摂餌

率が高くなるのは当然である。一方，昼間の摂餌率は

全体に低下するとともに時刻によるばらつきや個体差

が大きかったことから，摂餌開始時ほど活発でないと

推察された。昼間に摂餌率が低下したのは，他の海産

仔魚5,11,9)と同様に，空胃時の連続的な摂餌活動が間欠

的な摂餌活動に移行するためと考えられた。

日没前後に摂餌率は再び高くなり，摂餌停止前 2 時

間の摂餌割合は日間摂餌量の25%近くに達した。日没

前後には，餌料の単なる通過部位である仔魚の前腸部

にも，餌料生物が充満しているのが観察されたことか

ら，日没前後には摂餌行動が活発化して摂餌率が高く

Table 2. Daily food consumption, food consumption per hour estimated using the method of Elliott and Persson 6), and light 
intensity when the feeding started

＊Food consumption in dry weight/mean dry body weight of the larvae ×100.

1 110 0.044 75.8 0.004 6.9 300
2 168 0.067 104.4 0.006 9.5 100
3 160 0.395 99.3 0.036 9.0 32
4 132 0.325 62.6 0.031 5.7 13
5 416 1.027 33.6 0.098 3.1 7

Exp. no.
Daily food consumption Mean food consumption per hour

number dry weight
(mg)

dry weight
(mg)(%)＊ (%)＊ 

Light
intensity

(lx)

Table 3. Food consumption during the first 2 hours in the morning, the last 2 hours in the evening, and the contribution of 
the consumption during these 4 hours to daily ration

＊Food consumption during the first and last two hours of the day/daily total food consumption×100.

daily first last

1 0.044 0.008 0.010 40.9
2 0.067 0.013 0.018 47.8
3 0.395 0.060 0.104 41.5
4 0.325 0.061 0.080 43.1
5 1.027 0.234 0.214 43.5

Food consumption (dry weight, mg)
Exp. No. Ratio＊ for 4 hours (%)
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なったと推察される。伊藤ら14)は餌が常に存在する屋

内水槽の実験でアユ仔魚の摂餌行動は夕方に活発化す

ることを観察し，また，石田15)は屋外地中池での実験

から3.7 g の稚アユは日中も餌を食べるが，早朝と夕

方には摂餌活動が活発化し，この時間帯に日間摂餌量

の50～60%を摂食するとしている。双峰型を示す摂餌

の日周変化はアユの仔魚から稚魚まで共通した現象と

考えられる。

摂餌量が日没前後に増加する現象は多くの動物に認

められており16)，魚類においても摂餌活動は日周リズ

ムを示し17)，日没前後に活動が活発化する現象は夕ま

ずめ18,19)としてよく知られている。天然海域のマアジ，

Trachurus japonicus20)，ブリ，Seriola quinqueradiata 稚

魚21)，チダイ，Evynnis japonica 当歳魚22)，マダイ23)，

ヒラメ 0 歳魚24)などでは日の出と日没前後に摂餌行動

が活発で，日中はやや低下する傾向が報告されている。

この日周活動性は餌料生物の日周鉛直移動に起因する

もの3)としてまとめられ，餌料環境との関連で考察さ

れていることが多い。ところが，餌が常に存在する水

槽実験においても日没前後に摂餌量が増加するパター

ンは前述したとおりである。また，自発摂餌の実験か

ら，体重79.8 g のブリ幼魚は夕暮れから摂餌頻度が高

くなり25)，体重23 g のクエ，Epinephelus bruneus 稚魚の

摂餌活動は明期型で明期の終了時にピ－クが現れる26)。

いずれも明暗周期に同期した日周リズムを示し，光

が重要な環境因子であるとされている27)。一方，ニ

ジマス，Oncorhynchus mykiss，ヨーロッパスズキ，

Dicentrarchus labrax28)，マダイ29)の摂餌パターンには

個体差があり，摂餌時間帯は多様で固定的でない例も

報告されている。これらのことから，アユ仔魚も摂餌

率に個体差や時刻によるばらつきを生じやすかったと

推察されるが，アユ仔魚の摂餌の日周変化は基本的に

は夜明けと日没前後にピークを持つ双峰型であると考

えられた。

魚類において体内時計を示唆する活動はニジマス28)，

キンギョ，Carassius auratus30)，メダカ，Oryzias latipes31)

などで観察されているが，魚類の生物時計は他の生物

に比較して安定性が悪く，恒常条件下では数日から10

日程度で消失することが多い32)。また，スケトウダラ，

Theragra chalcogramma 稚魚33)の活動やアユ12)の遊泳

行動の日周リズムは内因性の関与が少ないと考えられ

ている。発育初期のアユ仔魚の摂餌日周変化は基本的

に明暗サイクルに支配されているが，日没前後におけ

る摂餌量の増加は，Boujard17)が述べているように空

腹感覚と満腹感覚の周期を調節している結果であろう

と推察される。しかし，日没前後に摂餌量が増加する

作用機序に関してはいずれも推測の域をでず，今後の

検討課題である。

成長にともなう日間摂餌量および摂餌率の変化　日

間摂餌量は TL7.5 mm から徐々に増加し，13 mm 以後

20 mm 近くで急激に増加した。TL 20 mm 前後のアユ

仔魚は東34)の発育段階区分における B2 に相当し，直

線的な消化管はさらに伸長するとともに内腔全体が顕

著に膨大化して腸前部から屈曲を始め35)，内部形態的

には稚魚への移行前期にさしかかる。消化管内腔容積

の顕著な増大は仔魚の摂餌量を増加させ，それは胃腺

が形成されて消化吸収や蓄積機能が向上する稚魚期へ

の備えと考えられる。一方，このサイズのアユ仔魚は

琵琶湖においては沖合に分布を広げ34)，海域河口部で

は主な生息場を感潮域の浅瀬から流心部に移し36)，ま

た，体長23 mm 近くになると，砕波帯から隣接する沖

合域に拡大する37)ことから，生態的にも新たな食性へ

の転換期に当たると考えられる。天然海域におけるア

ユ仔魚は，ふ化直後の外部栄養に移行する時期ととも

に，摂餌量が顕著に増大し水温下降期で餌生物が減少

する時期にあたる稚魚への移行前期に，餌不足となる

危険性が高いと推察された。

一方，アユ仔魚の日間摂餌率は TL 7.7 mm で104.4%

に達した後徐々に低下し，TL 20 mm 近くで33.6%に

なった。体重0.25～ 2 mg の仔アユの日間摂餌率は40

～65%の範囲であり38)，また，体重3.7 g の稚アユの人

工配合飼料に対する日間摂餌率は15～20%15)，河川に

おける成長期のアユは 1 日に体重の30～50%にあたる

藻類を摂食している39)ことから，アユの日間摂餌率は

稚魚期以後も同程度と考えられた。

既報の仔稚魚に関する日間摂餌率をまとめて Table 

4 に示した。日間摂餌率は，キジハタ5)，スズキ，

Lateolabrax japonicus40)，マダイ11)のように仔魚期を通

してさほど変わらない種類も見られるが，100%以上

に達する魚種や同一種内でも摂餌開始直後あるいは数

日後に最大値に達し，その後発育に伴い徐々に低下す

る魚種が多い7)。直線的な消化管を持つアユ仔魚の日

間摂餌率は後者に属し，多くの海産仔魚に近い値と考

えられた。しかし，日間摂餌量の推定に用いた消失速

度係数は摂餌を停止させて測定した値であり，無給餌

状態で測定すると過小評価される10)との指摘があるこ

とから，アユ仔魚の実際の日間摂餌率はさらに高い可

能性がある。

推定法の違いによる日間摂餌量の比較　消失速度係

数として R，R’7)および a4)を用いて推定した日間摂餌

量を比較して，Table 5 に示した。R を用いて算出し

た日間摂餌量は他の推定法に比べ約 2 倍多く，R’ と a

を用いて算出した日間摂餌量は互いに近似した。3 方

法の大きな違いは，R の消失速度が指数関数と見なさ

れているのに対し，他の 2 方法は一次関数とされてい

ることである。日間摂餌量は消失速度を一次関数とし
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て算出すると過小評価される6)ことから，R’ および a

を用いて推定した日間摂餌量は少ない値になったと考

えられる。直線的な消化管を持つ仔魚に対しても，消

失速度係数を一次関数と見なして消失時間の逆数を用

いると摂餌量は過小評価される傾向が強く，指数関数

として取り扱う必要があると考えられた。

要　　約

アユ仔魚の消化管内の餌料生物数の日周変化と消失

速度との関係から，成長段階別の摂餌の日周変化を検

討し，日間摂餌量を推定した。

仔魚は日中にのみ摂餌活動を行い，摂餌量は夜明

け後の摂餌開始時と日没前後に増加する双峰型の日周

変化を示した。摂餌開始 2 時間と日没前後 2 時間の計

4 時間に，仔魚は日間摂餌量の半分近くを摂餌した。

日間摂餌量は平均全長13 mm まで徐々に増加し，稚魚

への移行前期にあたる20 mm 近くで顕著な増加を示し

た。一方，日間摂餌率は TL 7.7 mm の104.4%から成長

とともに低下し，19.7 mm では33.6%となった。シラ

ス型のアユ仔魚の日間摂餌率は他の海産仔魚と大差な

かった。天然海域におけるアユ仔魚は，ふ化直後の外

部栄養移行期とともに摂餌量の増加が顕著な稚魚への

移行前期に餌不足に遭遇する危険性が高いと推察され

た。
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